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平年より 1.4℃高め

令和７年４月から下記２社の広告を１年間掲載することになりました。

いつの時代も、技術とサービスをもって水産業・漁業の皆様を支援してまいります

西日本ニチモウ株式会社
      本 社 山口県下関市小月小島2丁目3-17 〒750-1136

電話 083-282-4041（代表）  FAX 083-282-0424

境港営業所 鳥取県境港市栄町92番地1〒684-0006 電話 0859-44-0475   FAX 0859-42-6330

共和水産株式会社
代表取締役 橋津 寛

〒684-0006 鳥取県境港市栄町65番地
TEL:0859-44-7171（代） FAX 0859-42-6530

2025年の境漁港のベニズワイガニ水揚量

境漁港におけるベニズワイガニの水揚量と水揚金額の推移

2025年のベニズワイガニの水
揚量は、5,688トンとなり、前年の
5,148トンを上回りました。
水揚金額は、24億円となり、前
年の18億円を上回りました。近
年の水揚げは、小銘柄主体です。

ベニズワイガニ日本海系群は、令和7年9月からTAC管理を開始し
ています。大臣許可のベニズワイかにかご漁船は、従前から自主的IQ

管理（個別割当制）を実施しており、IQ管理はそのまま引き継がれます。

栽培漁業センター

ヤマトシジミの稚貝 東郷池のヤマトシジミの資源量の推移

東郷池のヤマトシジミ資源量が増加しました！
東郷池は、昔からヤマトシジミの産地として知られ、大きくて味が

良いことから高い評価を受けてきました。
一方で、アオコの発生などの影響により生息環境が悪化し、ヤマト
シジミの資源量は大きく減少しました。
2016年には3,500トンを超えていた資源量は、2018年には1,000ト
ンを下回り、その後も400トン程度の低い水準で推移していました。
このような状況が続く中、令和６年に水門管理方法を見直し、塩
分濃度の調整を行ったことで、珪藻類が繁茂しやすい環境が形成
されました。 その結果、ヤマトシジミの稚貝が生き残りやすくなり、
徐々に生息環境が改善してきました。
環境の好転に伴い稚貝の生残率が向上し、2025年にはヤマトシ
ジミ資源量の増加が確認されました。
一方で、近年は海面水位の上昇により、過剰な海水が流入する
場合もあり、塩分のコントロールが難しい場面も見られます。
栽培漁業センターでは、関係機関と連携しながら、安定した資源
回復につながるよう、引き続きシジミ資源調査を続けています。

境港水産事務所

令和８年初セリが行われました！
１月５日、境港水産物地方卸売
市場において令和８年の初セリ式
と初セリが執り行われました。式典
では、市場関係者への感謝と今年
の豊漁に向けた祈念が行われまし
た。

令和７年の水揚高については、
水揚量：１２万７，７２３トンで水揚
金額：２４６億１，３０１万円となり、
３年連続での１２万トン突破となり
ました。昨年は、マイワシとサバの
好漁により一昨年と同程度の水揚
高を保持することができました。

初セリ式後の初セリでは、一本釣
りや潜りで獲れた活締めのサワラや
ナマコなど沿岸ものの漁獲物が並
び、年末年始で静かだった市場に
活気が戻ってきました。

【初セリ式の様子】

【初セリの様子】

水産振興課・漁業調整課

第２６回水産研究・実践活動報告会を開催します
浜の活性化に向けた活動や水産分野における自主的取り組みの輪を広げ、調査・
研究の成果を県内に幅広く普及することを目的に、本報告会を以下のとおり開催し
ますので、ぜひご参加ください。

日 時：２月１０日（火） １３時３０分から１６時３０分まで

場 所：エキパル倉吉多目的ホール（倉吉市上井町195）※倉吉駅１階

内 容：漁業者、県水産関係者等による水産分野の活動報告等

１  境港水産物地方卸売市場におけるBCPの取組

境港水産事務所  水産技師  髙橋 龍ノ介

２  ドローンを用いた大山町地先アラメ場面積調査

 鳥取県栽培漁業センター 増殖・漁場環境室 研究員 四方田 匠己

３  青谷支所のスジアオノリ養殖の取組

 鳥取県漁業協同組合青谷支所 運営委員長 宮脇 正也

 鳥取県栽培漁業センター 生産技術室 研究員 徳安 理敬

４  境港におけるブルーカーボンの推進について

 鳥取県立境港総合技術高等学校  海洋科 ３年 眞榮 大海・吉田 晴音

５  スルメイカ漁の現状と取組について

 鳥取県水産試験場  浮魚資源室  研究員  足立 惣平

６  鳥取県藻場アクションプログラムについて

 鳥取県水産振興課 水産技師 西田 智亮

７  気候変動を踏まえた沿岸漁業緊急不漁対策について

 鳥取県水産振興課  課長補佐  前田 啓助

担当：藤岡、上原  ０８５７－２６－７３１６
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